
6議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
水
道
の
断
水　
　

■
地
域
除
雪
活
動
支
援

■
総
合
計
画　
　
　

■
働
き
方
改
革　
　
　

■
鳥
獣
対
策

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り

■
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン

■
国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
料

 

代
表
質
問
（
未
来
）

今田 勇雄 議員
（灘会）

断水地区で給水活動をする様子断水地区で給水活動をする様子

ななかリサイクルセンターななかリサイクルセンター

議員の 市の

■
記
録
的
な
寒
波
、
例
年
を
超
え
る
大
雪
へ
の
対
応

漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
を　

図
れ
な
い
の
か
？

　
　
　
　
　

１
月
下
旬
か
ら
２
月
初
旬
に
か
け
て
、
寒
波
で
水
道
管

の
凍
結
や
破
裂
で
漏
水
が
多
発
し
、
２
〜
４
日
間
に
渡
り
市
内
の
一

部
地
域
で
断
水
被
害
が
あ
り
、
水
の
出
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
が
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
特
別
な
措
置
と
し
て
使
用
料
の
免
除
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

１
月
24
日
か
ら
氷
点
下
４
度
を
下
回
る
強
い
寒
波
が
あ

り
、
宅
内
の
水
道
管
の
凍
結
に
よ
り
、
管
が
破
損
し
、
寒
気
が
緩
ん

で
か
ら
管
内
の
氷
が
溶
け
、
漏
水
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
常

の
1
・
6
倍
の
水
が
流
れ
、
矢
田
配
水
池
の
水
位
が
低
下
し
、
崎
山

送
水
ポ
ン
プ
場
に
送
る
水
圧
が
低
く
な
り
、
崎
山
送
水
ポ
ン
プ
に
受

水
で
き
ず
、
送
水
ポ
ン
プ
が
自
動
的
に
停
止
し
、
崎
山
配
水
池
へ
の

送
水
が
で
き
な
く
な
り
断
水
と
な
っ
た
。
市
で
把
握
し
て
い
る
漏
水

事
故
は
、
約
１
０
０
０
件
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
宅
内
の
水
道
管
等
の

破
裂
と
玄
関
先
の
消
雪
散
水
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
教
訓
に
、

今
後
は
一
般
家
庭
で
は
露
出
管
、
給
湯
器
の
配
管
な
ど
保
温
材
を
使
っ

た
凍
結
防
止
対
策
、
消
雪
散
水
の
節
水
な
ど
を
し
て
、
管
理
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
と
し
て
、

想
定
を
超
え
た
出
来
事
で
あ
り
、
今
回
に
限
り
上
下
水
道
料
金
を
減

免
す
る
。
使
用
料
は
、
基
本
的
に
１
・
２
月
分
の
使
用
分
と
な
り
、
申

請
期
限
は
、
９
月
28
日
ま
で
と
し
た
い
。

■
中
小
企
業
振
興
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
条
例
制
定

の
予
定
は
？

　
　
　
　
　

中
小
企
業
の
廃
業
が
続
く
な
か
、
先
般
、
本
市
に
お
い

て
事
業
継
承
を
支
援
す
る
官
民
一
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
内
容
が
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
と
し
て
、
本

市
で
も
制
定
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
が
、
す
で
に
県
で
制
定
さ
れ
て
い

る
条
例
「
ふ
る
さ
と
石
川
の
地
場
産
業
を
担
い
地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
条
例
を
受
け
て
、
本
市
で
も
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
条
例
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
基
本
理
念
を
遂
行
で

き
る
内
容
を
条
文
に
明
記
す
る
方
向
性
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

県
の
条
例
は
、
県
内
広
く
中
小
企
業
の
振
興
の
基
本
理

念
と
そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
必
要
な
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
と
企
業
の
役
割
分
担
も
明

確
に
し
て
い
る
。
県
の
条
例
に
は
、
市
が
行
政
と
し
て
行
う
全
項
目

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
、
市
の
条
例
を
待
た
な
く
て
も
、
国
・
県
の
法
律
や
条

例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
推
進
・
実
施
し
て
い
る
施
策
を
労
使
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
市
で
条
例
を

整
備
し
な
く
て
も
、
我
々
が
行
っ
て
い
る
仕
事
を
優
先
し
て
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
の
段
階
で
は
条
例
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
な

い
。

■
新
ご
み
焼
却
処
理
場
建
設

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
今
後
の

流
れ
は
？

　
　
　
　
　

新
ご
み
焼
却
炉
の
建
設
で
、
①
発
注
支
援
事
業
者
に
対

し
、
発
注
す
る
市
の
チ
ェ
ッ
ク
能
力
も
必
要
と
な
り
、
専
門
的
知
識

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
対
応
は
ど
う
な
の
か
。
②
建
設
費
に
伴
う
財

源
は
ど
う
な
の
か
。
③
地
元
町
会
と
の
安
全
協
定
の
手
順
に
つ
い
て
、

ど
う
な
の
か
。
④
隣
接
地
の
町
会
に
対
す
る
説
明
や
安
全
協
定
書
の

締
結
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
工
事
発
注
支
援
事
業
は
、
国
の
手
引
き
に

基
づ
き
、
計
画
段
階
か
ら
過
去
の
実
績
や
廃
棄
物
部
門
の
技
術
士
が

い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
事
務
を
支
援
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

こ
の
こ
と
で
職
員
も
十
分
に
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
②
特
定

財
源
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
交
付
金
国
庫
補

助
を
充
当
し
、
交
付
率
は
事
業
費
の
最
大
２
分
の
１
で
あ
る
。
起
債

に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
債
を
充
当
し
、
起
債
充
当
率

は
補
助
対
象
経
費
の
90
％
、
交
付
税
参
入
率
は
50
％
を
見
込
ん
で
い

る
。
③
新
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
協
定
内
容
や
焼
却
施
設
で
石

川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
の
協
定
内
容
等
を
踏
ま
え
、
関
係
町
会
と

協
議
し
、
平
成
34
年
ま
で
に
協
定
を
締
結
す
る
。
④
杉
森
町
会
は
も

と
よ
り
、
説
明
を
求
め
る
地
元
町
会
に
は
、
施
設
に
つ
い
て
安
全
対

策
も
含
め
て
説
明
を
し
て
い
く
。
生
活
環
境
保
全
協
定
に
つ
い
て
は
、

旧
広
域
圏
時
代
に
協
議
決
定
さ
れ
た
施
設
整
備
に
お
け
る
吉
田
町
と

三
引
町
と
締
結
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
駅
前
広
場

■
教
職
員
多
忙
化
改
善

今
田
議
員

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

福
島
市
民
生
活
部
長

永
崎
議
員

山
添
議
員

 
代
表
質
問
（
灘
会
）

 
代
表
質
問
（
新
政
会
）

永崎　陽 議員
（新政会）

山添 和良 議員
（未来）

七尾事業承継オーケストラ発足式七尾事業承継オーケストラ発足式


